
み
ず
こ

Ｈ
高
橋
瑞
子
の
入
学
と
女
子
医
学
生

済
生
学
舎
は
、
男
子
の
医
学
教
育
の
速
成
を
目
的
に
、
明
治
九

年
四
月
九
日
に
創
立
さ
れ
た
医
学
校
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
十
七
年
十
二
月
、
高
橋
瑞
子
が
入
学
を
求
め

て
、
済
生
学
舎
の
舎
長
長
谷
川
泰
の
門
前
に
、
三
日
三
晩
立
ち
続

け
て
懇
願
し
、
許
可
を
得
た
。
以
来
済
生
学
舎
の
女
子
医
学
教
育

が
始
ま
っ
た
。
高
橋
瑞
子
は
、
男
子
学
生
の
中
で
独
り
勉
学
に
専

念
し
、
明
治
十
八
年
春
、
医
術
開
業
前
期
試
験
に
合
格
し
、
明
治

二
十
年
四
月
、
三
十
六
歳
で
後
期
試
験
の
難
関
を
経
て
女
医
に
な

っ
て
い
る
。

い
く
ざ
わ

や
が
て
、
荻
野
吟
子
、
生
沢
ク
ノ
に
次
い
で
、
日
本
で
三
番
目

の
女
医
と
な
り
、
そ
の
後
種
々
の
活
躍
を
し
た
。
以
来
、
日
本
の

く
ぐ

女
医
志
願
者
の
殆
ど
が
、
済
生
学
舎
の
門
を
潜
っ
て
医
師
と
な
っ
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済
生
学
舎
の
女
子
医
学
教
育
及
び

そ
の
周
辺

唐
沢
信
安

て
い
る
。
そ
の
数
約
百
名
と
云
わ
れ
る
が
、
現
在
判
明
せ
る
も
の

は
、
明
治
三
十
四
年
迄
に
五
十
九
名
の
女
医
が
誕
生
し
て
い
る
。

ふ
か
が
や

口
深
萱
む
ね
、
福
井
繁
子
、
山
内
ヨ
ネ
に
つ
い
て

次
に
岐
阜
県
土
肥
郡
高
山
村
出
身
の
深
萱
む
ね
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。
む
ね
は
十
七
歳
の
時
上
京
し
、
済
生
学
舎
に
入

学
し
た
。
明
治
二
十
四
年
に
医
術
開
業
後
期
試
験
に
合
格
し
、
日

本
で
七
番
目
の
女
医
と
な
っ
て
い
る
。
む
ね
は
済
生
学
舎
の
物
理

学
、
外
科
学
講
師
丸
茂
文
良
と
結
婚
し
、
明
治
二
十
九
年
に
、
我

国
初
の
Ｘ
線
実
験
及
び
臨
床
講
義
を
行
な
っ
た
時
に
、
丸
茂
の
助

手
を
務
め
た
女
性
で
あ
る
。

続
い
て
岡
山
県
真
庭
郡
久
世
町
出
身
の
福
井
繁
子
に
つ
い
て
述

べ
る
。
繁
子
は
明
治
二
十
三
年
、
十
七
歳
の
時
上
京
し
、
済
生
学

舎
に
入
学
し
て
い
る
（
吉
岡
弥
生
と
同
級
生
）
・
五
年
後
の
明
治
二
十

七
年
三
月
に
医
師
の
免
許
を
得
て
、
明
治
三
十
八
年
に
ド
イ
ツ
に

留
学
し
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
オ
ッ
ト
ー
教
授
の
指
導
を
得
て
、

産
婦
人
科
の
研
究
を
重
ね
、
三
年
に
し
て
ド
ク
ト
ル
・
メ
ヂ
チ
ー

ネ
の
学
位
を
得
て
い
る
。
更
に
昭
和
二
年
か
ら
大
阪
帝
国
大
学
に

て
研
究
し
、
昭
和
七
年
同
校
で
は
女
子
初
の
医
学
博
士
の
称
号
を

与
え
ら
れ
た
。

(82） 314



更
に
野
口
英
世
の
初
恋
の
人
で
あ
っ
た
山
内
ョ
ネ
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
山
内
ョ
ネ
は
、
明
治
十
四
年
一
月
に
福
島
県
会
津
若
松

市
に
生
れ
、
父
山
内
立
真
の
忘
れ
形
見
で
、
幼
く
し
て
父
親
を
う

し
な
い
、
志
を
立
て
て
会
津
女
学
校
を
卒
業
後
に
済
生
学
舎
に
入

り
、
明
治
三
十
四
年
に
前
期
試
験
に
合
格
し
て
明
治
三
十
八
年
に

後
期
試
験
に
及
第
す
。
其
の
間
順
天
堂
医
院
で
修
業
し
て
小
児
科

の
ち

三
省
堂
医
院
を
若
松
市
大
町
に
開
設
し
た
。
後
の
話
に
依
れ
ば
、

山
内
家
に
は
野
口
英
世
か
ら
の
恋
文
が
沢
山
残
さ
れ
て
い
た
と
伝

え
聞
い
て
い
る
。

国
済
生
学
舎
の
女
子
医
学
生
の
拒
絶

明
治
三
十
三
年
長
谷
川
泰
は
、
「
専
門
学
校
令
」
の
下
で
、
済
生

学
舎
か
ら
単
科
医
科
大
学
へ
の
設
立
計
画
を
立
て
て
い
た
。

そ
こ
で
「
風
紀
上
の
問
題
」
を
口
実
に
し
て
、
女
子
医
学
生
の

入
学
を
拒
絶
し
た
。
更
に
三
十
四
年
に
は
在
学
中
の
女
子
医
学
生
、

前
期
生
三
十
名
、
後
期
生
十
四
名
の
学
生
全
員
に
退
学
を
命
じ
た
。

退
学
を
通
告
さ
れ
た
女
子
学
生
は
、
石
川
清
忠
講
師
に
懇
願
し
、

神
田
三
崎
町
の
東
京
歯
科
医
学
院
の
一
室
を
借
り
て
「
女
子
医
学

研
修
所
」
を
明
治
三
十
四
年
の
春
開
校
し
、
勉
学
を
続
け
た
。

研
修
所
」
を
明
治
三
十
四
年
（

凹
束
京
女
医
学
校
の
創
立

お
が
さ
ひ
じ
か
た

吉
岡
（
旧
姓
鷲
山
）
弥
生
は
静
岡
県
小
笠
郡
土
方
村
の
出
身
で
、

明
治
二
十
二
年
に
十
九
歳
で
上
京
し
、
明
治
二
十
五
年
三
月
に
済

生
学
舎
を
卒
業
し
、
日
本
で
二
十
七
番
目
の
女
医
と
な
っ
た
。
済

生
学
舎
の
女
子
学
生
拒
絶
を
機
会
に
、
吉
岡
弥
生
は
明
治
三
十
三

年
十
二
月
五
日
に
、
至
誠
医
院
の
一
室
で
「
東
京
女
医
学
校
」
の

創
設
を
夫
の
吉
岡
荒
太
の
助
け
を
借
り
て
実
施
し
た
。

⑪
済
生
学
舎
廃
校
後
の
女
子
医
学
教
育

済
生
学
舎
廃
校
後
に
、
七
百
名
の
学
生
の
救
済
の
目
的
で
設
立

さ
れ
た
「
私
立
東
京
医
学
校
」
「
私
立
日
本
医
学
校
」
の
両
校
共
に

女
子
医
学
教
育
に
尽
力
し
た
。
然
し
、
明
治
四
十
三
年
に
両
校
は

合
併
し
、
同
明
治
四
十
四
年
に
、
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
す
る
た

め
に
女
子
医
学
教
育
は
廃
止
さ
れ
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）
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